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I．はじめに 
近年「女子旅」という言葉がにわかに注目を集めて
いる。Google Trends で検索キーワードとしての「女子
旅」の注目度を概観すると、2011 年頃から急速に注目
度が上昇しており、季節的と見られる変動はあるもの
の、大局的には現在まで上昇傾向にあるといえる。 
 
図 1 女子旅の検索傾向を表すGoogle Trends のグラフ 
 
用語や概念として女子旅が出現するのは 2011 年頃
であると考えられるものの、それ以前に女性が旅をし
ていなかったわけではない。例えば、山本(2010)は近
世末期に女性が行っていた旅について分析し、女性の
みの旅グループが存在したことも紹介している。今日
的な女子旅につながる現象と考えられるのが、岡田
(2003)が指摘した、1970 年代に登場したファッション
雑誌が行った海外ロケが読者である女性の旅行を誘発
したとする現象である。20 世紀末になるとファッショ
ン雑誌の中から従来の常識にとらわれず大人の女性に
対しても個性的でかわいらしい服装を提案する流れが
生じ、これが今日的な使われ方での「女子」や「女子
力」の概念の形成に影響したと考えられる(米澤, 2014
に詳しい)。また、2010 年には「女子会」という言葉
が、『ユーキャン新語・流行語大賞』トップテン入りを
果たしている。本研究で対象とする女子旅は、用語の
登場時期を勘案すると、上記の女子や女子会の使われ
方の延長に位置し、必ずしも年少女性や女子学生によ
る旅を表すのではなく、広く女性が行う旅を指す概念
であると考えられる。しかし、女性が行う旅であれば
すべて女子旅の概念に含まれるのであろうか。 
柘植(2014)が「女子力」という語について、使われ
方が多様であり、一方で定義が曖昧であると述べてい
るが、「女子旅」という語についても同様の傾向がある
と考えられる。女子と旅という語は、いずれも日常的
に使われる言葉であり、特別な定義を与えずともその
意味を理解しイメージを持つことができる。しかし、
女子と呼ぶときの年齢層や旅のスタイルなど、その詳
細については個々人の価値観や経験に依存する面が強
くその多様化も著しいため、女子旅というものの解釈
やイメージには個人差が存在すると考えられる。修学
旅行、家族旅行、温泉旅行、ドライブ旅行、研修旅行
などの語は、旅行の同行者、行き先、目的のいずれか
が明確であるのに対し、女子旅は同行者が女性に限ら
れるであろうこと以外は明確ではなく、概念的にはか
なりの広がりを持つ旅のジャンルであると言える。 
摘 要 
女子旅という旅行形態あるいは現象が近年にわかに注目を集めている。しかし、その明確な定義はなされて
おらず、むしろその曖昧性や概念の広さが女子旅の特徴とも言える。本研究では、ウェブアンケートを通じ
て主に回答者の年代と学生・会社員の別に着目し、女子旅の実態や目的を把握して、属性別の共通点や差異
を抽出した。旅行会社などの供給側が主たる客層と考える30代よりも20代のほうが活発に女子旅を行って
おり、年間の消費額も多いと見られた。女子旅とは曖昧で広い概念ながら、全般的に「女子会」の延長とし
て同窓会としての要素が強く影響していると考えられる。就職前後で女子旅の形態や回数に大きな変化はな
い一方、学生は同行者との時間を相対的に重視するのに対し、会社員そして30代とライフステージが上がる
と、特定のコンテンツへの支出が増える旅行形態へと変化する傾向が見出された。 
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冒頭に述べたように女子旅は 2011 年頃から注目を
集め始めた比較的新しい概念であり、例えば CiNii で
「女子旅」をキーワードとした論文検索でも最も古い
文献が 2011 年であることからも示されるように、女子
旅の実態に関する既往研究が十分に蓄積された状況に
は至っていない。その中で代表的なものとして友原
(2014)や友原(2015)がある。前者は女子旅を旅行商品
として開発、宣伝する供給側の視点に立ち、パンフレ
ット類などの分析を行っている。後者は需要側である
旅行者に対して調査を行い、女子旅のイメージや実態
を論じている。しかし、調査対象が出雲に来ている旅
行者に限られているため、女子旅は行うものの出雲は
訪れない層やあまり女子旅をしない層の意見が反映さ
れないという限界がある。 
そこで本研究では、女子旅には明確な統一された定
義が存在せず、概念的にはやや抽象的で広がりを持つ
ものであると仮定しつつ、既往研究より広範囲にウェ
ブアンケートによる調査を行い、女子旅の実態や目的
に一定の傾向があるかを明らかにしたい。女子旅は最
近 5 年間で注目度が上昇しており、概念形成として黎
明期にあると考えられる。その黎明期における女子旅
の概要を把握しておくことは、今後女子旅が一層定着
した場合やそのスタイルが変化した場合においても、
記録として重要な意味を持つであろう。 
 
Ⅱ．調査設計 
2.1 分析対象者の絞り込み 
旅の実態や目的を把握するにあたって、年代やライ
フステージによる差異が存在することが想定される。
ライフステージとしては、就学、就職、結婚、出産な
どを境とした変化が考えられる。このうち、就学につ
いては自己資金と自由意思で旅行する年代を勘案する
と未就学段階を考慮する必要性は低いと考えられる。 
就職については、時間的制約は比較的少ないものの
金銭的制約の多い学生から、時間的制約があるものの
可処分所得は大きくなる社会人へと制約条件が逆転す
るような変化であり、自己資金と自由意思で旅行する
年代になって最初の大きな変化であるとも考えられる。 
結婚や出産に関しては、晩婚化の影響もありこれら
の変化が生じる年代の個人差が大きくなっている(図
2)ため、ライフステージの変化による旅行実態の違い
を論じる際に、年代の違いによる背景知識や価値観の
違いも考慮する必要があり、アンケート調査による分
析では各類型で十分なサンプル数を得るため、非常に
多くの回答が必要となる。また、若生ら(2001)による
と結婚や出産を経ると女性は友人よりも家族との旅行
が増えると報告されており、男性である夫が含まれる
ため女子旅ではない旅行が増えると考えられる。 
以上の理由から、本研究では、年代とライフステー
ジの変化がほぼ連動しており、限られたアンケート回
答数であっても分析が可能である、就職前後による変
化、すなわち学生と会社員の差異に注目しながら、女
子旅の実態把握を試みる。 
 
 
図 2 女性の初婚年齢別婚姻件数の割合 
※『平成 28年版少子化社会対策白書』第 1-1-9 図から女性のみ抜粋 
 
2.2ウェブアンケートの概要 
ウェブアンケート調査は Google 社が提供する
Google フォームの機能を用いて作成、実施した。回答
受付期間は 2015 年 10 月 30 日から同年 12 月 12 日ま
でとし、回答は女性に限定して依頼した(補注)。 
質問項目は表 1 に挙げたとおりで、個人属性のほか
に、女子旅の経験、女子旅に対するイメージや想定す
る年齢層、女子旅の実態、目的や重視項目、さらに行
き先などが含まれる。なお、本研究では、女子旅が広
表 1 女子旅に関するウェブアンケートの質問項目 
全員
回答
個人属性
年代 
職業 
未婚/既婚 
択一 
択一 
択一 
女子旅の
経験 
女子旅を聞いたことがあるか 
国内女子旅経験の有無 
海外女子旅経験の有無 
択一 
択一 
択一 
女子旅の
イメージ
女子旅と聞いてイメージする旅
女子旅というときの年齢層 
女子というときの年齢層 
読んでいる雑誌 
自由記述
複数選択
複数選択
選択+記述
国内
女子旅
経験者
女子旅の
実態 
最近 1 年間の女子旅回数 
直近の女子旅の同行人数 
直近の女子旅の同行者との関係
直近の女子旅の期間 
上記の宿泊日数のときの予算 
択一 
択一 
択一 
択一 
択一 
女子旅の
行き先や
目的 
行き先 
旅行目的 
重要視するもの(1 位～3 位) 
自由記述
複数選択
各々択一
旅行計画 旅の計画で参考にする情報源 複数選択
感想 女子旅の感想 
今後の女子旅意欲 
自由記述
択一 
海外女子旅経験者 行き先 自由記述
女子旅未経験者 女子旅しない理由 自由記述
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い概念であることを仮定しているため、アンケート中
に女子旅の定義は示さず、回答者自身が女子旅である
と考えた旅行について回答してもらうこととした。 
 
Ⅲ．回答者属性と分析対象の絞り込み 
調査期間中に 247 件の回答を得た。このうち女子旅
という言葉を聞いたことがあると回答し、女子旅のイ
メージに関する項目への回答も得られたのが 201 件で
あった。さらに、このうち国内への女子旅経験があり、
女子旅の実態や目的に関する項目の回答を得られたの
が 158 件であった。有効回答を回答者の年代別および
職業別に整理した結果を表 2 に示す。過半を 20 代が
占めており、30 代がそれに次いで多い。 
 
本研究では、年代別の回答者数、第 1 章で示したラ
イフステージの変化との関連、および供給側である旅
行会社や出版社が女子旅の主たるターゲットとして捉
えているのが 30 代あるいは 30 歳前後のアラサー世代
の女性であること(齋藤, 2016)から、この年代までの、
10 代、20 代、30 代を主たる分析対象とする。また、
20 代を学生と会社員に区別した集計も行い、両者の回
答傾向の違いについても考察する。 
全体では学生と会社員の回答者数はほぼ同数であり、
20 代についても学生と会社員双方の回答が得られて
いる。10 代の回答者は全員が学生であり、30 代の回答
者に学生はおらず多くが会社員である(表 3)。 
 
Ⅳ．女子旅の実態 
本章では、女子旅の実態、旅行形態に関する回答に
ついて、全体の傾向と、年代別および学生・会社員別
の回答の傾向を概観する。 
 
4.1 女子旅をしたことがあるか 
これまでに国内へ女子旅をしたことがあるかとの質
問に対する回答結果をまとめたものが図 3 である。前
章で述べたとおり、分析対象とする 10 代、20 代、30
代の回答のみを示している。ただし、20 代については
全体のほか学生のみ、会社員のみの回答も個別に棒グ
ラフとして示している。 
20 代と 30 代では、これまでに女子旅をしたことが
あるとの回答が 8 割程度と高水準であった。10 代およ
び分析対象からは除外した 40 代と 50 代ではこの割合
が 6 割から 7 割とやや低いことから、最も女子旅経験
者が多いのは 20 代と 30 代であることがうかがえる。 
 
 
図 3 女子旅をしたことがあるか否か 
 
 4.2 最近1年間に女子旅をした回数 
最近 1 年間に女子旅をした回数を年代別にまとめた
ものが図 4 である。30 代では過半が 0 回と回答してお
り、30 代の多くが最近 1 年間に女子旅をしていないと
の結果が得られた。これに対して 20 代の 8 割、10 代
の全員が最近 1 年間に少なくとも 1 回は女子旅をして
いることが読み取れる。特に 20 代では 3 回と 4 回以
上という回答を合わせると 3 割近くを占めており、活
発に女子旅をしている状況がうかがえる。20 代の中で
学生と会社員を比較すると、0 回こそ会社員がやや多
くなる傾向はあるものの、4 回以上との回答も学生よ
り会社員のほうが多い。一般には学生よりも会社員の
ほうが時間的制約は大きいと考えられるものの、必ず
しも会社員が学生と比べて女子旅をしていないという
状況ではないことが読み取れる。 
 
 
図 4 最近 1 年間に女子旅をした回数 
表 2 回答者の年代と職業 
 学生 会社員 その他 合計 
10 代 21 0 0 21
20 代 79 63 8 150
30 代 0 21 11 32
40 代 0 8 11 19
50 代以上 0 4 21 25
合計 100 96 51 247
表 3 国内女子旅経験者の年代と職業 
 学生 会社員 合計 
10 代 6 - 6
20 代 53 53 106
30 代 - 15 15
合計 59 68 127
※分析対象とする10代～30代の学生か会社員のみ集計した 
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4.3 直近の女子旅における旅行日数 
旅行日数に関する質問項目では、本来的には標準的
な旅行日数を把握することが狙いではあるものの、今
回の調査では直近の女子旅に関する状況を回答するこ
ととした。その理由として、質問中に標準的あるいは
平均的との制約を設けると回答者の負担が増してしま
い、回答率や回答の正確性の低下を招く恐れがあるこ
とと、複数の質問項目間での回答の関連性を分析する
際には、同一旅行における状況を回答してもらうと有
利であることが挙げられる。観光庁『旅行・観光消費
動向調査』においても本研究のアンケートと同様に「一
番最近の旅行」についての回答を依頼しており、調査
設計としては妥当であると考えられる。 
結果は図 5 の通りで、大半が宿泊を伴っており、1 泊
と 2 泊を合わせると概ね 9 割程度を占めている。3 泊
以上との回答は、絶対数そのものが少ないために特定
の傾向を見出すことは困難であるものの、20 代学生に
関しては 3 泊以上との回答が一定数存在しており、割
合も高いことから、学生のほうが長い期間を確保して
女子旅をしやすいとの傾向があると示唆される。これ
は女子旅に限らず旅行全般に共通する事項であろう。 
 
 
図 5 女子旅の旅行日数 
 
4.4 直近の女子旅における旅費 
旅費の質問項目も本来的には標準的な値を把握した
いものの、旅行日数の質問と同様の理由から直近の女
子旅における状況を回答するよう依頼した。 
図 6 女子旅の旅費 (4～5 万円の回答はゼロ)  
 
10 代は全般に他の年代よりも少ない旅費を回答す
る人が多く、あまり旅費支出が多くないことが読み取
れる。20 代と 30 代では、選択肢の中では最高の 5 万
円以上と回答した人も 2 割程度おり、特に 30 代でそ
の割合が高い。 
旅費については、旅行日数の大小による影響が大き
いと考えられること、および年代によって旅行日数に
やや差異が見られたことから、旅行日数 1 日あたりの
旅費も算出した。ただし、旅行日数、旅費ともに具体
的な数値の回答を得ているわけではなく、選択肢から
の択一で回答を得ているため、旅行日数で「3 泊以上」
と回答した人の旅行日数は 4 日と仮定し、旅費につい
ては回答者が選択した階級の中央の値であると仮定し
た。例えば「1～1.5 万円」と回答した人の旅費は 12,500
円であると仮定した。また、「1 万円未満」は 5,000 円、
「5 万円以上」は 6 万円であると仮定して、旅行日数
と旅費のクロス集計表をもとに、年代別の 1 日あたり
の平均旅費を算出した。その結果、年代が上がるほど、
また 20 代の中では学生よりも会社員のほうが 1 日当
たりの旅費は大きいことが示された。 
 
表 4 年代別・職業別の 1 日当たり旅費 (円) 
10 代 20 代 30 代 
 全体 学生 会社員  
9444.4 12057.3 11501.6 12853.8 14128.8
 
4.5 直近の女子旅における同行者 
本項目も同様に直近の女子旅について、同行者の人
数および回答者と同行者の関係について回答を依頼し
た。 
直近の女子旅における、回答者自身を含めた同行者
の人数の傾向を概観すると、2 人との回答と 3～5 人と
の回答が大半を占めており、両者はほぼ同数を占める
状況にある。一方、回答者単独の女子旅を意味する 1
人との回答はどの年代でも 1 割に満たず少数派である
と言える。また、6 人以上との回答もほとんど見られ
ない。 
同行者との関係としては、高校あるいは大学の友人
と回答する人の割合が高く、職場関係との回答は 20 代
会社員や 30 代で 2 割程度にとどまっている。20 代学
生はすなわち大学生であると想定される人で同行者を
高校の友人と答えた人が 48 人、大学の友人と答えた
人が 53 人となっており、ほぼ同数であった。20 代会
社員の場合、大学の友人が 26 人、高校の友人も 16 人
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であり、学生時代の友人と回答した人数が職場関係の
9 人を大きく上回っている。職場関係よりも学生時代
の友人が多いという傾向は 30 代でも同様である。 
 
 
図 7 女子旅の同行人数 
 
図 8 女子旅の同行者との関係 (高校・大学・職場) 
 
表 5 女子旅の同行者との関係 (全選択肢への回答)
 一人
 
高校
 
大学
 
職場
 
趣味
 
家族
 
親戚
 
ネッ トマ マ 友合計
 
10 代 0 4 2 0 0 0 0 0 0 6
20 代 1 48 53 9 1 1 1 1 0 115
20 代 
学生 0 28 25 0 0 0 1 0 0 54
20 代 
会社員 1 16 26 9 1 1 0 1 0 55
30 代 0 8 8 5 1 0 0 0 0 22
合計 1 60 63 14 2 1 1 1 0 143
 
Ⅴ．女子旅の目的や重視項目 
5.1 女子旅の目的 
女子旅の旅行目的は、アンケート中に示した候補の
中から複数回答を許容して選択してもらう回答方式と
した。表 6 に示したとおり、年代を問わず多くの人が
回答しているのが「思い出づくり」であった。概ねこ
れに次ぐのが「日頃のストレス解消」である。10 代で
は回答者数が少ないという点に留意しなければならな
いものの、「同行者との友情を深めたい」が「思い出づ
くり」と同数であることも特徴である。 
表 6 女子旅の目的別の回答者の割合 
10 代 20 代   30 代
 全体 学生 会社員  
国内女子旅経験者 6 112 53 53 22
同行者との友情深める 67% 31% 28% 34% 41%
思い出づくり 67% 78% 85% 70% 68%
目新しいこと 50% 20% 19% 23% 27%
有名な遺産や建築物 50% 30% 32% 30% 32%
新しい人との出会い - 2% - 4% -
ストレス解消 33% 57% 47% 68% 64%
自然との触れ合い - 21% 21% 21% 23%
気ままに楽しみたい 17% 38% 28% 45% 18%
自己成長させたい - 4% 6% 2% 5%
 
5.2 女子旅で重視する項目 
女子旅で重視する項目は、アンケート中に候補を示
した上で、最も重視する項目、2 番目に重視する項目、
3 番目に重視する項目を各々択一で選択してもらった。
本節では回答の全体的な傾向を把握するため、回答者
が何番目の重視項目として回答したかは考慮せず、実
質的に 3 つまで選べる複数回答の結果として分析した。
年代を問わず高い回答率を示したのは「食事」であっ
た。年代が高いほど、また学生よりも会社員のほうが
多く回答する傾向があったものとしては「宿泊施設」
が挙げられる。回答数そのものは少ないものの、「エス
テ・スパ」や「パワースポット」も同様の傾向が見ら
れる。これに対して年代が高くなると回答が減少する
傾向が見られるものとして「ゆっくりする」「友人との
おしゃべり」が挙げられる。 
 
表 7 女子旅で重視する項目別の回答者の割合 
10 代 20 代   30 代
 全体 学生 会社員  
国内女子旅経験者 6 112 53 53 22
エステ・スパ - 5% - 9% 18%
パワースポット - 6% 4% 9% 18%
ゆっくりすること 67% 42% 49% 32% 14%
温泉 - 28% 21% 34% 18%
スイーツ 17% 4% 6% 2% 9%
スポーツ - - - - 5%
季節・イベント 33% 22% 28% 19% 18%
交通手段 - 11% 8% 13% 14%
宿泊施設 33% 42% 38% 49% 68%
食事 67% 76% 79% 72% 77%
友人とのおしゃべり 50% 42% 42% 40% 36%
 
5.3 女子旅の計画を立てるとき特に参考にする情報源 
女子旅の計画を立てるとき、特に参考とする情報源
をアンケートに示した選択肢の中から選択してもらっ
たところ、どの年代でも一定の回答が見られたのは「雑
誌」であった。一方、近年情報発信のツールとして注
目を浴びている「SNS」を回答した人は年代を問わず
2 割程度であった。 
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表 8 女子旅計画時の情報源別の回答者の割合 
 10 代 20 代   30 代
  全体 学生 会社員  
国内女子旅経験者 6 112 53 53 22
テレビ - 17% 15% 19% -
雑誌 50% 82% 83% 79% 55%
観光地のウェブ 100% 42% 43% 42% 64%
旅行会社のウェブ 33% 29% 36% 25% 9%
旅行会社の窓口 17% 11% 11% 11% 5%
SNS 17% 21% 17% 23% 18%
口コミ 33% 26% 28% 25% 50%
感想 - - - - -
 
Ⅵ．女子旅の特徴に関する考察 
本章では第 4 章と第 5 章で概観したウェブアンケー
ト回答結果をもとに、既往研究の中から、空間的特性
が主眼ではあるものの女性の結婚や出産に基づくライ
フステージ別の旅行実態を調査した若生ら(2001)や対
象に社会人を含まないもののテキストマイニングによ
り大学生の新知の観光需要を整理した田中・井出
(2011)の報告および近年の統計調査の結果を比較しな
がら、女子旅の特徴の抽出を試みる。 
 
6.1 旅行の回数と日数 
観光庁『旅行・観光消費動向調査』2015 年 1～12 月
期(確報)(以下、消費動向調査)によると、1 年間の宿
泊旅行が 0 回と回答した人は、最少の 20 代でも 32%
で、10 代の 40%、30 代の 42%は 0 回と回答している。
4.3 節で述べたとおり女子旅の大半は宿泊を伴ってお
り、消費動向調査の対象となっていると考えられる。
30代に関してはウェブアンケートでも1年間の女子旅
0 回との回答が過半であり、消費動向調査と類似した
傾向であると考えることができるものの、10 代と 20
代については消費動向調査とウェブアンケートで結果
が大きく異なった。この差異が生じる要因は、ウェブ
アンケートの協力を依頼する際に、女子旅に関する内
容であることを明示しているため、女子旅に興味を持
ち実際に女子旅をしている人が比較的多く回答した結
果ではないかと考えられる。なお、消費動向調査で 1
年間の宿泊旅行が 3 回または 4 回以上と回答した人の
割合は、20 代が他の年代よりも大きくなっており、20
代が頻繁に旅行しているという結果はウェブアンケー
トと共通であった。 
若生ら(2001)が報告したライフステージ別の年間平
均観光行動回数では未婚者が最大で、末子が未就学児
の場合が最小となっているものの、その差は年間 1 回
程度である。一方同行者として友人・知人を挙げるの
が未婚者は 70%で、既婚者は最大でも 30%に留まって
おり家族という回答が増える。同行者の家族には男性
である夫が含まれる可能性が高いため、女子旅の多く
は未婚女性によって行われており、4.2 節の結果から就
職というライフステージの変化が直ちには女子旅の回
数には影響しないことが示唆された。 
旅行日数について考察すると、3 連休の期間をも超
えてしまう 3 泊以上という回答は学生に多く見られた。
本稿冒頭の図 1 で示した、検索キーワードとしての「女
子旅」の注目度は、大局的には増加傾向ながら、周期
的な変動を見せている。図 9 は 2011 年以降の注目度
のグラフを拡大したもので、縦方向の目盛線は各年 1
月と 7 月に該当する。図 9 から、注目度が極大を迎え
るのが概ね 1～2 月と 7～8 月であり、学生の夏休みと
春休みの直前の時期に対応していると読み取れる。「女
子旅」という語で検索が多く行われている時期と、10
代や 20 代学生については旅行会社のウェブを比較的
情報源として重視しているという結果を考慮すると、
学生は講義のない休み期間を利用して女子旅をしてお
り、これが旅行日数の長さにつながっているのではな
いか。一方、会社員については連続した休暇取得が学
生に比べて難しいことから大半が 3 連休を利用できる
2 泊以内に収まっている。限られた時間の中で積極的
に女子旅をしているとも解釈できるのではないか。 
 
 
図 9 女子旅のGoogle Trends における季節変動 
 
6.2 女子旅1回あたりの旅費と旅行支出額 
旅費に関する選択肢の中では最高額の分類である 5
万円以上を選択する人の割合は 30 代で最も高くなっ
ており、支出額の多い年代が供給側の主たるターゲッ
ト層になっていることがうかがえる。しかし、旅行回
数の項で述べたとおり、30 代では過半が過去 1 年間に
女子旅をしていないとの結果を得ている。これに対し
て 20 代は大半が過去 1 年間に 1 回以上女子旅をして
おり、3 回や 4 回以上など頻繁に女子旅をしている人
の割合も高い。消費動向調査では過去 1 年間に宿泊旅
行をしていない人の割合について、ウェブアンケート
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ほど 20 代と 30 代との間に差異は見られなかったもの
の、20 代が頻繁に旅行している傾向があることは前節
で考察したとおりであり、これらを総合すると 20 代
の年間の旅行消費額は 30 代に匹敵するか、もしくは
上回る規模であると考えられる。 
消費動向調査では、年代別かつ男女別の旅費消費額
の集計は示されていないため、10 代、20 代、30 代そ
れぞれ男女合計の旅行消費額を実旅行者数で除した 1
人あたりの旅行消費額を算出すると表 8 のようになり、
20 代が最も大きいことが読み取れる。この数値は、観
光・リクリエーション目的の国内宿泊旅行に限定して
算出したため、本研究のウェブアンケートと状況は近
いと考えられる。 
旅行回数だけでなく旅行消費額の観点からも、供給
側が主たるターゲット層と考える 30 代やアラサーで
はなく、20 代が女子旅の主要層ではないかと考えられ
る。 
 
表 8 年代別の旅行消費額と実旅行者数 
 10 代 20 代 30 代 
旅行消費額 (百万円) 751,236 1,211,871 1,295,161
実旅行者数 (千人) 6,831 7,668 9,034
1 人あたり (円) 109,975 158,043 143,365
出典：観光庁『旅行・観光消費動向調査』2015年1～12月期(確報) 
 
6.3 女子旅の同行者と重視項目 
5.2 節で述べたとおり、女子旅で重視する項目には、
食事のように年代を超えて共通するものと、一部の年
代で特に重視されているものとが見られた。食事がど
の年代においても、また表 10 に示したように同行者
がどのような属性であっても重視されること、職場関
係の同行者を除いて友人とのおしゃべりも重視されて
いることから、女子旅には女子会の延長としての側面
があると考えられる。 
さらに、女子旅の同行者は学校の友人と回答する人
が圧倒的に多く、その傾向は大学生が高校時代の友人
と回答する場合や現役学生ではない 20 代会社員や 30
代が回答する場合でも同様であったことから、女子旅
には同窓会としての要素が強く内在していると考えら
れる。 
10 代や 20 代学生など低い年代で比較的重視されて
いるものとしては、「ゆっくりする」や「友人とのおし
ゃべり」など、旅行先に依存しない時間の過ごし方が
挙がっている。田中・井出(2011)の報告で、一部の属
性における女性の観光ニーズとして「リフレッシュ」
や「友人と一緒」という項目が挙げられることと一致
する。また田中・井出(2011)では「友人と一緒」との
回答が、旅行に対しては消極派で回数が少ない属性の
ニーズとして示されている。本研究のアンケートでの
同行者の回答結果と組み合わせると「どこで何をする
か」よりも「誰とどう過ごすか」に重点が置かれてお
り、女子旅とは同窓会の場として旅行という形が選択
されているという一面があると考えられる。 
これに対して 20 代会社員や 30 代になると女子旅で
重視する項目で「宿泊施設」という回答も多くなり、
割合としては必ずしも多くはないものの「エステ・ス
パ」「パワースポット」という回答が現れる。田中・井
出(2011)の研究は大学生が対象であったものの、その
中で指摘された「リフレッシュ」に通じる要素である。
また、同行者との時間の過ごし方の重要度に対する「ど
こで何をするか」の相対的な重要度が上昇していると
考えられる。これを換言すれば女子旅において消費す
るコンテンツの比重が上昇しているとも考えられる。
コンテンツの消費は、交通費や宿泊費など旅行におい
てはほぼ必然的に発生する費用以外への支出額が増え
る可能性を意味しているため、このような女子旅の重
視項目の違いが、供給側が主たるターゲット層として
30 代を想定している要因であろう。 
 
表 9 同行者別に見る旅行目的の回答率(%) 
 同行者
 
思い 出
 
ス トレ ス
 
建築物
 
自然
 
気ままに
 
高校 44 81 64 30 16 33
大学 29 71 49 29 21 38
職場 21 68 68 42 32 11
趣味 57 57 71 43 29 29
注：旅行目的は左から順に「同行者との友情を深める」「思
い出づくり」「ストレス解消」「有名な遺産や建築物」「自然
とのふれあい」「気ままに過ごす」である。 
 
表 10 同行者別に見る重視項目の回答率(%) 
 エ ス テ
 
パワー
 
ゆっ くり温泉
 
季節
 
宿泊
 
食事
 
友人
 
高校 3 6 51 21 21 44 68 49
大学 8 3 32 29 27 44 79 46
職場 16 16 21 21 26 63 84 21
趣味 0 14 29 29 14 86 71 43
注：重視項目は左から順に「エステ・スパ」「パワースポッ
ト」「ゆっくりする」「温泉」「季節・イベント」「宿泊施設」
「食事」「友人とのおしゃべり」である。 
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6.4 女子旅計画時の情報媒体 
この質問項目においては、通常の旅行計画と比較し
て、女子旅の計画を立てる際に特に参考とする媒体に
ついて回答を依頼した。年代を問わず雑誌との回答が
多く、女子旅における情報源としての雑誌の重要性が
指摘される。一方で近年情報媒体として注目される
SNS を挙げる人は、いずれの年代でも 2 割程度にとど
まっており、必ずしも重要性が高くないとの結果が得
られた。これは多様な情報の収集や発信がすでに SNS
を介して行われており、その中の話題の一つとして女
子旅の情報も流通しているため、女子旅に関する情報
収集において特別に SNS の活用を意識することはな
いという状況が現れているものと考えられる。それに
対して雑誌は、名称や特集の設定によって読者に内容
を訴えること、およびそれらを見て読者自身が手に取
って得る情報であることから、女子旅に興味を持った
人が効率良く情報を収集できる媒体になっていると考
えられる。 
 
Ⅶ．おわりに 
本稿では、女子旅に関するウェブアンケートの回答
結果を分析し、女子旅の概要把握を試みた。また、就
職というライフステージの変化に着目して、回答者の
年代と学生・会社員別に着目し、それらの属性によっ
て女子旅の実態や目的に差異が見られるかを考察した。 
20 代は女子旅で同行者との時間を重視し、旅行とし
てではなく女子会の場として女子旅を行っている一面
があると示唆された。一人旅は少なく、概ね 2 人～5 人
のグループで女子旅をしているという人数規模もこの
仮説を支持するのではないか。また、同行者に学生時
代の友人が多いことから女子旅は同窓会としての要素
も強いと考えられる。これらの傾向は 20 代であれば
学生と会社員との間に大きな差異は見られないことも
特徴であった。時間制約から 20 代会社員は 3 泊以上
にわたる女子旅を行うことは難しいものの、就職とい
うライフステージの変化が必ずしも女子旅の回数や形
態には大きく影響しないと示唆された。 
30代は20代と比較して女子旅の回数がやや減少し、
エステ・スパやパワースポットなど旅行中に何らかの
コンテンツを消費する傾向が見られた。後者は供給側
である旅行会社が商品としての女子旅の主たる客層と
して 30 代を捉える要因ではないかと考えられた。し
かし、女子旅の回数は30代よりも20代のほうが多く、
1 日当たりの旅費は 20 代のほうがやや少ないものの、
年間の総額としては 20 代が 30 代を上回る可能性が示
唆された。20 代の中では学生も会社員も旅行回数や旅
費支出額に大きな差異はなく、女子旅という旅行形態
の浸透あるいは概念醸成において、20 代の価値観や行
動パターンが大きく影響すると考えられる。 
一方で、米澤(2014)も述べているように、アラサー
程度の年齢層を「女子」と呼んだファッション誌に端
を発する今日的な「女子」が指す年齢層は30代、40代、
50 代と拡大を続けている。その間には、本研究では対
象外とした結婚や出産、さらには子供の就学や就職、
独立といった変化も生じ、あるいは母娘という形態の
女子旅も存在しうるようになる。女子の概念が拡大す
るに連れて女子旅も多様化し概念が拡大するのか、あ
るいは概念醸成が進み何らかの方向性が導かれるのか、
年齢層などによる差異は生じるのか、今後も分析対象
者を拡大しつつ時系列的な観察が必要であろう。 
 
補注 
 ウェブアンケートは、著者らの知人、卒業生を含む所属学
生を中心に依頼した。このため、回答者の大半は本稿で分析
対象とした 10～30 代であり、多くが東京を中心とした関東
地方に在住あるいは在学していると推察される。回答者には
首都大学東京都市環境学部自然・文化ツーリズムコースおよ
び同大学院都市環境科学研究科観光科学域の関係者が多い
と考えられること、女子旅のアンケートであると明示して協
力を依頼していることから、旅行に対して積極的な層の回答
者がやや多いと考えられるものの、本稿においては基本的に
女子旅経験者に限定した分析を展開しているため、旅行回数
など一部の項目を除いてその影響は小さいと考えられる。ま
た、回答者の多くが各地への高速交通網の起点や結節点とな
っている東京周辺の居住者であり、旅行先の多様性や広範化
に影響する可能性はあるものの、本稿では旅行先を分析して
いない。 
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